
東京英和女学校－青山女学院

青山学院の歩み［20］

　1894（明治27）年6月20日に関東地方

に大地震が起こりました。この地震について、

次のような記録が残されています。「六月二十日、

朝来の炎天に万籟も声をひそめし頃ひ俄然として

大地震蕩す、これ安政以来の大震なり、僅かに

数分時にして煙筒の倒るるもの傾くもの、屋庇

の壊れおつるもの、煉瓦壁の亀裂を出すもの

其の他小破損挙て数ふべからず、……」

（『青山評論』第49号「青山日誌」より）

　この地震により海岸女学校は大被害を受けて、

閉鎖を余儀なくされ、同年9月生徒をすべて青山の東京英和女学校に移しました。

その間、7月には東京英和学校が青山学院と改称したのに合わせて、女学校も内容を

充実させ、翌年にはその名も青山女学院と改めました。こうして現在の青山の地に

青山学院と青山女学院が並存することになりました。
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今年度の主題聖句
夜は更け、日は近づいた。だから、闇の行いを

　　　　　　脱ぎ捨てて光の武具を身に着けましょう。
（ローマの信徒への手紙  第13章12節）

案  内

各キャンパスでは、宗教主任が個人相談に応じ、また教会紹介などを行っています。
希望者は、下記オフィスアワーにどうぞご遠慮なくおいで下さい。
教会紹介は宗教センターでも随時行っています。

カウンセリング・教会紹介

【青山キャンパス】
担当宗教主任 研　究　室 オフィスアワー

塩谷 直也

髙砂 民宣

谷口 裕子

大宮 　謙

大島 　力

伊藤 　悟
大島　 力
嶋田 順好
東方 敬信
西谷 幸介

間島記念館1階
15号館2階
16号館6階
間島記念館3階
5号館6階

宗教センター：間島記念館1階  TEL 03－3409－6537

担当宗教主任 研　究　室 オフィスアワー
シュー土戸　
　　 ポール 16号館6階C棟（チャペル）2階

〃

〃

〃

C棟（チャペル）2階・共同研究室

宗教センター：C棟（チャペル）1階  TEL 042－759－6009

（木）13：10～14：40

（火）11：00～12：00

（水）13：10～14：00

（木）13：15～14：30

（火）13：10～14：40

（木）13：15～15：00
（金）13：15～15：00
　（木）13：10～14：40
　（月）13：10～14：40 
　（木）12：30～14：40
　（木）15：00～16：00
　（月）13：15～14：15

【相模原キャンパス】

日　時　１１月１０日（木）  １２時３５分～１３時５分
場　所　青山キャンパス　ガウチャー記念礼拝堂
演　奏　飯　靖子（大学オルガニスト）

ランチタイム・コンサート

　１０月３１日は宗教改革記念日です。宗教改革は、ヴィッテンベルク大学の神学教授であった

マルティン・ルター（１４８３～１５４６）が、ローマ・カトリック教会の免償符の妥当性について、

１５１７年のこの日に、９５箇条の提題を発表したことを契機としています。宗教改革の基本的な原理

は、キリストを信じる信仰によって罪を赦され義とされること（信仰義認）、聖書のみを権威と

すること、すべての信仰者は祭司であって福音を宣べ伝えなければならないこと（万人祭司）、

などでした。この宗教改革によって生まれた教会がプロテスタント教会です。青山学院大学は、

そのプロテスタント教会の中のメソジスト教会の宣教師によって創設されたキリスト教大学です。

宗教改革記念日

東日本大震災の被災地を覚えての祈祷会

青山キャンパス　本部礼拝堂　１２時３５分～１３時
相模原キャンパス　ウェスレー・チャペル２階 小礼拝堂　１２時３５分～１３時

被災された方 と々そのご家族、復興のために尽力されている方々を覚え、共にお祈りください。

１１月１１日（金）


